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はじめに
　精神科領域で広く使用されている米国精神医学会
の精神障害診断基準である DSM-5（Diagnostic and 
Statistical Manual of Mental Disorders, Fifth Edition, 
2014）に改訂された後、自閉スペクトラム症（autism 
spectrum disorders: 以下 ASD と記す）への理解が大き
く変化した。






























































　2020年 1 月から2021年 1 月に筆者所属のクリニックを









　学年の内訳は小学生 1 年生25名、2 年生24名、3 年生
14名、4 年生16名、5 年生11名、6 年生17名、中学生 1 年





　 1 ）ASD 特性の評価
　ASD 特性の評価として、対人応答性尺度 Responsive-









本研究で定義する ASD 群は、臨床診断における ASD
とは必ずしも一致しない。
　また ASD 特性については、SRS-2 下位尺度を用い
「社会的気づき」、「社会的認知」、「社会的コミュニケー
ション」、「社会的動機づけ」、「興味の限局と反復行動」
の 5 つの下位尺度について、各下位尺度の重症度を T
得点76点以上「重度群」、66－75点「中程度群」、60－75




短縮版 Short Sensory Prlfile: SSP（Duun, 1999）の日
表１、対象者の性差と所属学級
男 女 通常級 支援級 合計
小学校1年生 18 7 22 3 25
2年生 17 7 21 3 24
3年生 12 2 11 3 14
4年生 12 4 14 2 16
5年生 7 4 9 2 11
6年生 11 6 14 3 17
中学校1年生 9 10 16 3 19
2年生 7 7 13 1 14
3年生 2 6 8 0 8














　 1 ）ASD 重症度と感覚特性の関連、2 ）感覚特性と
ASD 特性との関連、3 ）所属学級における ASD 重症度、
感覚特性の関連、についてカイ二乗検定を行った。期待
値が 5 未満の場合、フィッシャーの正確確率検定で分析







　SRS-2 における ASD 特性の有無では非 ASD 群50名
（33.7％）、ASD 軽度群22名（14.8％）、ASD 中等度群38
名（25.6％）、ASD 重度群38名（25.6％）に分かれた。
　 1 ）閾下を含んだ ASD 重症度と感覚特性の関連
　本研究での感覚プロファイルの得点の割合を ASD の





















の 3 分類とで関連をみた。カイ二乗検定を行った（表 2 ）
ところ、感覚プロファイル「触覚過敏性」（X2＝34.37, 
df＝6, p＝＜.01）「低反応・感覚探求」（X2＝41.85, df＝






























図 1 ．ASD 重症度別の感覚プロファイルの得点
１、ASDにおける重症度と感覚特性の関連
n (％) n (％) n (%) n (%)
触覚過敏性
平均的 38 (25.7) ↑** 16 (10.8) ↑* 16 (10.8) 9 (6.1) ↓**
高い 11 (7.4) ↓* 4 (2.7) 17 (11.5) 17 (11.5)
非常に高い 1 (0.7) ↓** 2 (1.4) 5 (3.4) 12 (8.1) ↑**
味覚・嗅覚過敏性
  平均的 32 (21.6) 15 (10.1) 23 (15.5) 19 (12.8)
高い 15 (10.1) 5 (3.4) 13 (8.8) 12 (8.1)
非常に高い 3 (2.0) 2 (1.4) 2 (1.4) 7 (4.7)
動きへの過敏性
平均的 44 (29.7) 16 (10.8) 29 (19.6) 26 (17.6)
高い 6 (4.1) 4 (2.7) 5 (3.4) 7 (4.7)
非常に高い 0 (0.0) 2 (1.4) 4 (2.7) 5 (3.4)
低反応・感覚探求
平均的 44 (29.7) ↑** 19 (12.8) ↑** 22 (14.9) 15 (10.1) ↓**
高い 5 (3.4) ↓* 2 (1.4) 14 (9.5) ↑ ** 10 (6.8)
非常に高い 1 (0.7) ↓** 1 (0.7) 2 (1.4) 13 (8.8) ↑**
聴覚フィルタリング
平均的 41 (27.7) ↑** 15 (10.1) 11 (7.4) ↓ ** 6 (4.1) ↓**
高い 9 (6.1) ↓** 7 (4.7) 16 (10.8) 18 (12.2) ↑*
非常に高い 0 (0.0) ↓** 0 (0.0) ↓* 11 (7.4) ↑ * 14 (9.5) ↑**
低活動・弱さ 
平均的 37 (25.0) ↑** 12 (8.1) 15 (10.1) 9 (6.1) ↓**
高い 9 (6.1) ↓** 7 (4.7) 17 (11.5) 18 (12.2)
非常に高い 4 (2.7) 3 (2.0) 6 (4.1) 11 (7.4) ↑*
視覚・聴覚過敏性
平均的 47 (31.8) ↑** 18 (12.2) 28 (18.9) 15 (10.1) ↓**
高い 3 (2.0) ↓* 3 (2.0) 4 (2.7) 11 (7.4) ↑**
非常に高い 0 (0.0) ↓** 1 (0.7) 6 (4.1) 12 (8.1) ↑**
合計
平均的 39 (26.4) ↑** 11 (7.4) 6 (4.1) ↓ ** 1 (0.7) ↓**
高い 11 (7.4) ↓** 10 (6.8) 26 (17.6) ↑ ** 16 (10.8)































































　 2 ）感覚特性と ASD 特性との関連







グ」（X2＝36.38, df＝6, p＝＜.01）「視覚・聴覚過敏性」 
（X2＝12.95, df＝6, p＝＜.05）「合計」（X2＝22.522, df＝6, 
p＝＜.01）に有意な偏りが見られた。





















＝26.79, df＝6, p＝＜.01）「合計」（X2＝49.90, df＝6, p
＝＜.01）に有意な偏りが見られた。




















さ」（X2＝13.16, df＝6, p＝＜.05）「視覚・聴覚過敏性」 
（X2＝28.27, df＝6, p＝＜.01）「合計」（X2＝54.70, df＝6, 
p＝＜.01）に有意な偏りが見られた。






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＝4.68, df＝3, ns）（表 5 ）。
Ⅲ．考察
　 1 ）閾下を含んだ ASD 重症度と感覚特性の関連
　SRS-2 において分類された ASD の重症度「非 ASD
群」「軽度群」「中等度群」「重度群」と感覚プロファイ















38.17, df＝6, p＝＜.01）「合計」（X2＝46.63, df＝6, p＝
＜.01）に有意な偏りが見られた。





















35.28, df＝6, p＝＜.01）「合計」（X2＝71.71, df＝6, p＝
＜.01）に有意な偏りが見られた。
表４ 所属学級とASD重症度との関連
n=50 （％） n=22 （％） n=38 （％） n=38 (%)
通常級 47 (31.8) 18 (12.2) 33 (22.3) 30 (20.3)
支援 3 (2.0) 4 (2.7) 5 (3.4) 8 (5.4)
表５ 所属学級と感覚プロファイル重症度との関連
n=57 （％） n=63 （％） n=28 （％）
通常級 52 (35.1) 55 (37.2) 21 (14.2)




非ASD群 軽度群 中等度群 重度群
ns
平均 高い 非常に高い X²
図 4 ．所属学級と ASD 重症度との関連
表４ 所属学級とASD重症度との関連
n=50 （％） n=22 （％） n=38 （％） n=38 (%)
通常級 47 (31.8) 18 (12.2) 33 (22.3) 30 (20.3)
支援 3 (2.0) 4 (2.7) 5 (3.4) 8 (5.4)
表５ 所属学級と感覚プロファイル重症度との関連
n=57 （％） n=63 （％） n=28 （％）
通常級 52 (35.1) 55 (37.2) 21 (14.2)




非ASD群 軽度群 中等度群 重度群
ns
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